
    ◎ 心を豊かにし、思いやりの気持ちをもとう。 

   ○ 自ら学び、深く考えよう。 

   ○ 強い意志と、健康な身体をもとう。 

○ 協力して集団の質を高める努力をしよう。 

  【 教育目標 】 
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「尾山台中学校の良いところ～アンケート結果から～」 副校長 榎本 直輝 
 

立春を迎え、暦の上では春となりましたが、まだまだ寒さの厳しい日が続いております。皆

さまはお変わりなくお過ごしでしょうか。 

今年度も残すところあとわずかとなり、生徒たちは１年間の学びを振り返りながら、次の学

年へ向けて準備を進める時期となりました。１日１日を大切にしながら、充実したまとめの月

となるよう、教職員一同努めてまいります。今後ともご支援のほど、どうぞよろしくお願いい

たします。 

さて、先日、生徒・保護者および地域の皆さまに回答いただいたアンケート結果がでました

のでお知らせいたします。詳細については今後ホームページ等に掲載予定です。今回は、デー

タから尾山台中学校の良いところを見てみたいと思います。 

生徒、保護者、地域のみなさまに回答いただき、共通してアンケート結果が良かった項目は

「学校行事」が充実しているところでした。図を見ていただければお分かりいただけると思い

ますが、生徒の「学校行事は、楽しい。」「学校行事は、達成感がある。」が「とても思う」とど

ちらも７７％以上あり、「思う」を合計すると９６．８％が学校行事に満足していることが伺え

ます。また、生徒の楽しさが伝わっているかのように、保護者および地域の皆さまにも良い評

価をいただいております。 

これ以外にも、ここには記載しておりませんが、生徒は「学校生活は、楽しい。」という項目

にも高い評価を回答しています。日頃から、保護者に加え、先生方が生徒の目線に立って仕事

をしてくれている表れでもあるかと思います。お互いにとって良い生活が送れるようにこれか

らも頑張ってまいります。 

１月２０日に本校の視聴覚室で「第５回学校運営委員

会」が開かれました。 

今回は、来年度に向けて意見交換等が行われました。

一部紹介しますと、世田谷区の方針で土曜授業が減って

いく中で保護者と接する機会をどのように維持していく

か、高校入試について、そして、ネクタイ・リボンの導

入についての話が上がりました。みなさん真剣に将来の

尾山台中学校について話し合われていました。 

（図）アンケート項目の一部データ（生徒・保護者・地域）から 
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とても 思う 合計 とても 思う 合計 とても 思う 合計

77.5 19.3 96.8

77.1 19.7 96.8
91.2 学校行事の内容は充実している。 41.9 54.8 96.7

質問（生徒・全体）

学校行事は、楽しい。

学校行事は、達成感がある。

質問（保護者・全体） 質問（地域・全体）

学校行事は、子どもにとって楽しい。 60.3 30.9

第５回 学校運営委員会の報告 出席者：校長・副校長、新妻主幹教諭、運営委員 6 名 

学校運営委員会の様子 



 1 月１３日（火）、１４日（水）の２日間、尾山台小学

校、玉堤小学校にてあいさつ運動を実施しました。それ

ぞれの小学校の児童も参加し、朝早く厳しい寒さの中で

したが校門の前に立って元気な声であいさつをしてい

ました。 
私は玉堤小学校の方に参加しました。小・中学生合わ

せて３０人を超えるくらいの人数がおり、圧倒されて登

校しづらいのではないかと思うくらいでした。それで

も、登校してくる

児童一人一人に丁寧にあいさつを行えていました。 
後日には、各小学校の先生から「たくさんの中学生が来

てくれてとてもありがたかった。」と感謝の言葉も頂きま

した。尾山台小学校の方でも良いあいさつ運動が実行でき

たのではないかと思います。あいさつの良さに気づき、日

ごろからあいさつを大切にして過ごしてほしいです。 

 

１月に、日本語の授業の一環として百人一首大会を

実施しました。一学年は１月２１日（水）、二学年は１

月２３日（金）に行い、K 組の生徒も参加しました。 
本番に向けて、各学年では授業や家庭学習の時間を

使って繰り返し練習を重ねてきました。 
上の句と下の句を対応させて覚え、少しでも多くの

札を取ろうと工夫する生徒の姿も多く見られ、日本の

伝統文化に主体的に向き合う様子が印象的でした。 
大会当日は、教員が百人一首の歌を読み上げ、読み

札が始まるたびに会場には緊張感が広がりました。札に

手を伸ばす一瞬の駆け引きや、取れたときの喜び、惜し

くも取れなかったときの悔しさが交錯し、会場は終始白

熱した雰囲気に包まれ、大いに盛り上がりました。 
K 組の生徒も最後まで意欲的に参加し、百人一首大会

後には「思ったよりも楽しかった」「来年はもっと多くの

札を取るよう

に 練 習 し た

い」と前向き

な感想が多く

聞かれました。 
百人一首大会を通して、日本語の美しさや伝統文

化の魅力を感じるとともに、学級を越えた交流の大

切さを実感する貴重な機会となりました。 

◆ 第１・第２学年・Ｋ組参加の百人一首大会 Ｋ組 栗谷 大翔 紀伊 祐作 

◆ 翠と渓の学び舎 「あいさつ運動」の実施について すまいる 小野 幹太 

１学年の百人一首大会の様子 

２学年の百人一首大会の様子 

K 組生徒も一緒に参加している様子 



先日の生徒会朝礼において、本校の「標準服」に、ネクタ

イ・リボンを導入（以下、導入）することについてより現

実的な報告があり、導入に向けての本格的な動きが見えて

きました。 
 これまで、導入については、私が尾山台中に着任した３

年前から、特に３年生から声が上がっていましたが、単発

の意見に留まり、導入に向けた大きな流れまでには至りま

せんでした。 
 しかし、昨年の生徒会役員立候補選挙にて「制服改善」の言葉が上がり、少しずつですが生徒

からも導入に向けた意見が表面化してきました。 

 このことを受け、先生方に、導入について、意見を出してもらい

ましたが、その時点では、導入に前向きな意見はあまり見受けられ

ない状態でもありました。 
 そこで、「学校運営委員会」や「ＰＴＡ役員会」の際に、導入に

ついて意見をいただいたところ、そもそも現在の標準服で「ネクタ

イ・リボン」の設定がないことの方がどうなのか、と言った意見を多くいただきました。 
このようなことを受け、校長として導入をスムーズに進めることについて、生徒会役員や生徒

会担当の先生方に相談を持ち掛けました。 
生徒会の担当の先生方は、より多くの生徒から導入に向けた意見を聞こうと「導入に向けたア

ンケート」を実施したり、生徒会役員に導入に向けた意見を聞いたりしてきました。 
すると、アンケートの結果からは、導入に賛成の生徒の数が伸びず、原状のままでいい、とか、

ネクタイをつけるのが面倒くさいなど、導入に否定的な意見も上がってきました。 
先生方の意見でも、生徒の実態アンケートでこの結果であれば、導入に向けては時期尚早との

報告を受けました。このままでは、導入に向けた話し合いどころか、導入すること自体が進まず、

生徒会役員の「公約」が具現化できずに終わってしまうのでは、と思った時期さえもありました。 
しかし、この頃は、まだ真夏の時期で、導入に向けたイメージもつかない状況であったことか

ら、方針を転換、導入にむけた議論が展開できるよう、今期の冬服の時期に、ネクタイ・リボン

を実際に着用した「モデル生徒」を展開し、導入に向けた議論を加速化させることにしました。 
その後も、改めて生徒から、導入に向けた「アンケートを取ったらどうか」や「もう少し、生

徒の実態や保護者の意見等、幅広く意見を聞いたらどうか」の話も上がったことも事実の話です。 
結果として、新生徒会役員からも、引き続き「制服改善」からより具体的な「ネクタイ・リボ

ンの導入」が公約に挙げられたことを受け、現在

の「モデル生徒」の実現と、令和９年度の新入生

から「正式導入」にまとまりました。 
これまでの期間、私にもっと「リーダーシップ」

がとれていれば、生徒会役員やネクタイ・リボン

を着用したい生徒にもっとタイムリーな導入が

できなかったのかと、反省しているところです。 
現在、新旧生徒会役員にて、「モデル生徒」を

多くの生徒に実感してもらうため、導入に向け

た展開の一つである「ネクタイ・リボンのデザイ

ン決め」を進めています。 

◆ 新・旧生徒会活動報告「制服改善！」～ネクタイ・リボンの導入について 校長 

３年生のモデル生徒 

ネクタイ・リボンを着用した登下校の様子 



 


